
第
二
十
回 

熊
本
城
（
熊
本
県
熊
本
市
） 

「
愛
媛
若
葉
」 

主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選 
熊
本
市
賞 

ひ
よ
ど
り
の
声
澄
み
渡
る
備
前

び

ぜ

ん

堀 ぼ
り 

熊
本
県
熊
本
市 

角
田 

光
明  

特
選
三
句 

清
正
の
城
を
見
て
来 き

し
返
り
花 

広
島
県
大
竹
市 
大
前 

幸
子  

動
き
し
は
己 お

の

が
影
の
み
今
日
の
月 

熊
本
県
宇
土
市 

鎌
田 

順
子  

肥 ひ

の
国
の
火
の
国
ま
つ
り
暑
か
ば
い 

熊
本
県
熊
本
市 

丸
山
本
頭
火  

投
句
総
数 

 
 
 
 

三
五 

句 

 
 

開 

函 

日 
 

平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 
 



第
二
十
回 

法
隆
寺
周
辺
（
奈
良
県
斑
鳩
町
） 

「
愛
媛
若
葉
」 

主
宰 

高
岡 

周
子 

選 
奈
良
・
斑
鳩
町
賞 

団
欒

だ
ん
ら
ん

の
鴨
を
気
遣

き

づ

か

ふ
廻
り
道 

 
 

奈
良
県
大
和
郡
山
市 

中
西 

健 

 

特
選
三
句 

天
高
し
太
子
を
慕 し

た

ふ
鐘
が
な
る 

愛
媛
県
松
山
市 

 
稲
垣 

莉
沙  

法
隆
寺
ま
か
な
ふ
荘 そ

う

田 で
ん

稲
の
花 

奈
良
県
北
葛
城
郡 

荻
野 

鷹
生  

冷 す
さ

ま
じ
や
厨
子

ず

し

千
年
の
朱 し

ゅ

を
残
し 

奈
良
県
天
理
市 

松
田 

吉
上 

 

 
 

 
 

 
 

投
句
総
数 

 
 
 
 

一
〇
二 

 

句 

開 

函 

日 
 

平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日 

 
 

 
 



第
二
十
回 

博
物
館
明
治
村
（
愛
知
県
犬
山
市
） 

「
愛
媛
若
葉
」 

主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選  

 子
規
は
い
く
賞 

 吹
く
風
に
子
規
忌

し

き

き

の
近
き
こ
と
想
ふ 

岐
阜
県
各
務
原
市 

星
河 

ひ
か
る 

 

温
泉

ゆ

の
音
の
響
き
く
る
な
り
草 く

さ

紅
葉

も

み

じ 

神
奈
川
県
横
浜
市 

安
田 
の
ぶ
子 

 

紅
葉

こ
う
よ
う

の
合
間
合
間
に
文
化
財 

三
重
県
伊
賀
市 

山
形 

東 

 

 



 

特
選
三
句 

 冬
ざ
る
る
美
濃

み

の

と
尾
張

お

わ

り

の
国
境

く
に
ざ
か
い 

岐
阜
県
各
務
原
市 

伊
藤 

敦 

 

秋
晴
れ
や
牢
屋
に
入 い

る
も
明
治
村 

徳
島
県
徳
島
市 

 

梅
村 

光
明 

 

は
す
の
花
池
に
ゆ
ら
り
と
浮
か
ん
で
る 

愛
知
県
清
須
市 

 

清
水 
彩
花 

      

 
 

 
 

 
 

投
句
総
数 

 
 
 
 

二
二
二 

 

句 

開 

函 

日 
 

平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日 

 



第
二
十
回 

 

子
規
庵
（
東
京
都
台
東
区
） 

「
愛
媛
若
葉
」 

主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選  

特
選
三
句 

 

の
ぼ
さ
ん
の
見
つ
め
し
庭
と
鶏
頭

け
い
と
う

花 か 

埼
玉
県
草
加
市 

伊
熊 

美
智
子 

 

バ
ッ
ト
持
つ
写
真
も
あ
り
て
子
規
祀 ま

つ

る 

埼
玉
県
狭
山
市 

古
谷 
彰
宏 

 

六
畳
と
い
ふ
大
宇
宙
糸
瓜

へ

ち

ま

咲
く 

東
京
都
台
東
区 

本
多 

進 

 
 
 
 

 

  

 
 

 
 

 
 

 

投
句
総
数 

 
 
 
 
 

九
六 

 

句 

開 

函 

日 
 

平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日 



第
二
十
回 

記
念
艦
「
三
笠
」（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
） 

「
愛
媛
若
葉
」 

主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選 

 

特
選
三
句 

 

猿
島

さ
る
し
ま

に
維
新
の
歴
史
思
ひ
馳
せ 

神
奈
川
県
三
浦
郡 

 

土
屋 

雄
二
郎 

 

秋
風
に
優
し
く
な
び
く
旭
日
旗

き
ょ
く
じ
つ
き 

大
阪
府
住
吉
区 

 
 

松
岡 
秀
幸 

 

秋
う
ら
ら
船
長
気
分
に
な
っ
て
立
つ 

神
奈
川
県
横
須
賀
市 

若
松 

香
月 

   

 
 

 
 

 
 

 

投
句
総
数 

 
 
 
 
 

一
七 

句 

開
函
日 

平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日 

 
 



第
二
十
回 

大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
広
島
県
呉
市
） 

「
愛
媛
若
葉
」 

主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選 

 

特
選
三
句 

 

太
陽
へ
飛
び
立
つ

燕
つ
ば
め

眩 ま
ぶ

し
か
り 

愛
知
県
岡
崎
市 

 

厚
地 

紗
有
加 

 

夏
休
み
大
和
の
写
真
撮
り
ま
く
る 

東
京
都
三
鷹
市 

 

池
本 
善
輝 

 

も
の
言
わ
ぬ
鉄
に
平
和
を
ち
か
う
夏 

愛
媛
県
松
山
市 

 

三
谷 

の
ど
か 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

投
句
総
数 

 
 
 
 
 

七
三 

 

句 

開
函
日 

平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日 

 
 



第
二
十
回 

歴
史
博
物
館
・
漱
石
公
園
（
東
京
都
新
宿
区
） 

「
愛
媛
若
葉
」 

主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選 

 

特
選
三
句 

 

釣
針
の
鯊 は

ぜ

を
落
と
し
て
く
や
し
が
り 

東
京
都
新
宿
区 

大
畑 

雅
敬 

 

火
の
山
の
裾
野

す

そ

の

広
げ
て
夏 な

つ

太
鼓

だ

い

こ 

東
京
都
新
宿
区 

杉
田 
柚
子 

 

あ
さ
が
お
が
ぐ
ー
ん
と
の
び
て
ま
よ
っ
て
る 

東
京
都
新
宿
区 

み
や
も
と 

ま
い 

 

    
 

 
 

 
 

 

投
句
総
数 

 
 
 
 
 
 
 

九
八 

句 

開 

函 

日 
 

平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日  



第
二
十
回 

鶴
ヶ
城
（
福
島
県
会
津
若
松
市
） 

「
愛
媛
若
葉
」 

主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選 

 

特
選
三
句 

 

念
願
の
鶴
ヶ
城
訪 と

ふ
秋 あ

き

一
日

ひ

と

ひ 

東
京
都
国
分
寺
市 

宇
津
井 

幸
子 

 

秋
雨

あ
き
さ
め

の
城
に
現
る
石
お
と
し 

茨
城
県
水
戸
市 

 

小
寺 
柊
凛 

 

青
柿
や
会
津

あ

い

づ

盆
地

ぼ

ん

ち

に
風
通
る 

宮
城
県
仙
台
市 

篠
沢 

亜
月 

 
 

 

  

 
 

 
 

 
 

 

投
句
総
数 

 
 
 
 

一
一
八 

 

句 

開 

函 

日 
 

平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日 



第
二
十
回 

東
松
山
市
（
埼
玉
県
東
松
山
市
） 

「
愛
媛
若
葉
」 

主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選 

 

特
選
三
句 

 

天
高
し
歩
き
た
く
な
る
比
企

ひ

き

の
里 

 
 

埼
玉
県
深
谷
市 

 

小
久
保 

美
世
子 

 

両
翼
を
揺
ら
す
飛
行
機
草
も
み
ぢ 

東
京
都
小
金
井
市 

 
鈴
木 

里
恵 

 

秋
の
空
人
に
惹
か
れ
る
散
歩
道 

埼
玉
県
東
松
山
市 

 

山
本 

正
史 

     
 

 
 

 
 

 

投
句
総
数 

 
 
 

八 
 

句 

開 

函 

日 
 

平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日 

 



第
二
十
回 

羽
二
重
団
子
本
店
（
東
京
都
荒
川
区
） 

「
愛
媛
若
葉
」 

主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選  

特
選
三
句 

 

湯
屋

ゆ

や

の
富
士
塗
り
替
え
ら
れ
て
秋
立
ち
ぬ 

東
京
都
荒
川
区 

 

末
吉 

冬
子 

 

ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
人
引
き
連
れ
て
菊 き

く

審
査

し

ん

さ 

東
京
都
荒
川
区 

 

高
安 
政
江 

 

残
業
の
家
路

い

え

じ

を
癒
す
月
明
か
り 

東
京
都
荒
川
区 

 

谷
井 

千
絵 

    
 

 
 

 
 

 

投
句
総
数 

 
 
 

八
一 

 

句 

開 

函 

日 
 

平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日 


